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わたしたちは福祉活動を応援しています

宮城県大崎市鹿島台広長字内の浦149-1
TEL（0229）5 6－2 0 2 7㈹
FAX（0229）5 6－2 5 0 0

ハードウェア

大崎市古川駅前大通6-2-8 Tel.0229（23）0550 
http://www.k-khf.jp 

健康と快適の明日を考える

ワタキューセイモア株式会社
東北支店 〒989-3124

仙台市青葉区上愛子字上遠野原9-51
TEL 022-392-2141㈹　FAX 022-392-6662

寝具設備・患者衣に関する一切の業務
各種介護用品の販売業務案内　

「おおさき福祉のページ」では、有料広
告の掲載をいたします。事業主の皆様
の事業ＰＲの媒体として、是非ご活用く
ださい。なお、広告における収入は、広
報紙のより一層の充実に活用させて
いただきます。 

【お問い合わせ】 
社会福祉法人 大崎市社会福祉協議会 
総務企画課　ＴＥＬ 0229－21－0550

ＦＡＸ 0229－24－1158

掲載いたします。 広 告 

鳴子温泉郷　中山平温泉

〒989-6832  宮城県大崎市鳴子温泉字星沼18-9
ご利用時間　AM9:00～PM9:30

い い ふ ろ

Tel：0229-87-1126 Fax：0229-87-1127

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

◎
古
川
支
所

・
錦
流
熊
谷
旭
英
舞
踊
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

・
古
扇
会　
　
　
　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

◎
三
本
木
支
所

・
大
友　

と
み
子　
　

一
〇
、
四
七
八
円

◎
岩
出
山
支
所

・
い
わ
で
や
ま
舞
踊
協
会　

水
木
歌
順
、

　

水
木
露
歌
、
揚
蝶
文
鈴
、
花
松
紀
文
富
、

　

ひ
ま
わ
り
会
、
藤
木
寿
美
城
、
水
木
夢

　

歌
、
佐
々
木
安
子　

四
〇
、
〇
〇
〇
円

・
菅
原　

民
四
郎　
　
　

一
、
〇
〇
〇
円

◎
鳴
子
支
所

・
遠
藤　

貞
雄　
　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

・
匿　

名　
　
　
　
　

一
〇
、
一
九
一
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

◎
古
川
支
所

・
安
部　

き
み
子
…
…
…
…
…
雑
巾
20
枚

・
佐
藤　

哲
…
…
…
…
…
…
…
書
籍
5
冊

・
大
場　

和
之
…
…
介
護
用
品
、
肌
着
類

・
古
川
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

　

 

会
長　

大
友 

富
子
…
…
タ
オ
ル
500
枚

・
古
川
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
…
タ
オ
ル
類

編集製作／社会福祉法人 大崎市社会福祉協議会

製作協力／株式会社大崎タイムス社

〒989-6154 宮城県大崎市古川三日町二丁目５－１
　　　　　　 大崎市古川保健福祉プラザ（fプラザ）内
TEL 0229（21）0550　FAX 0229（24）1158
URL　http://www.osaki-shakyo.com
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社協じょうほう局

・
佐
々
木　

慶
次
…
…
…
…
介
護
用
品
類

・
㈲
花
秀
…
…
…
…
…
…
…
…
鉢
植
1
点

・
宮
城
シ
マ
ダ
ヤ
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

　

伊
藤　

徳
義
…
…
…
ミ
ニ
細
切
う
ど
ん

　

12000
食
、
書
籍
10
冊

◎
鹿
島
台
支
所

・
小
野　

た
か
子
…
…
…
…
介
護
用
品
182

　
点
、
衣
類
12
点

・
大
場　

み
つ
ゑ
…
…
…
…
使
い
捨
て
く

　

ず
入
れ
1500
枚

◎
鳴
子
支
所

・
船
島　

フ
キ
子
…
…
…
…
タ
オ
ル
30
枚

・
大
崎
市
立
鳴
子
小
学
校
6
学
年
一
同
…

　

…
…
鳴
子
小
学
校
6
年
生
卒
業
記
念
カ

　

レ
ン
ダ
ー
1
部

◎
敬
風
園

・
小
野
寺　

け
い
子
…
…
…
巾
着
袋
30
袋

・
梁
田　

よ
し
子
…
…
…
介
護
用
品
19
袋

・
佐
藤　

忠
治
…
…
…
…
オ
ム
ツ
等
10
袋

　

◆
物
品
寄
附

　

◆
寄
附
金

　

あ
た
た
か
い
善
意
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

社
会
福
祉
寄
附
者
ご
芳
名
平
成
24
年

3
月
16
日
〜
4
月
19
日
受
付
分

　

東
日
本
大
震
災
義
援
金

　
　
　
　
　

寄
附
者
ご
芳
名

平
成
24
年
3
月
16
日
〜
4
月
19
日
受
付
分

【
義
援
金
】
（
敬
称
略
）

◎
本
所

・
湯
山　

昭
雄　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

【連絡先】 社会福祉法人 大崎市社会福祉協議会 職員厚生課

職　　　種
勤　務　地

応 募 条 件

待　　　遇

年齢／性別
応　　　募

保健師・看護職員・介護職員・生活支援員
•地域包括支援センター（大崎市／古川・岩出山・田尻）※保健師
•特別養護老人ホーム 敬風園（大崎市鹿島台）
•特別養護老人ホーム 楽々楽館（大崎市古川）
•短期入所生活介護施設 楽々楽館（大崎市古川）
•通所介護事業所（デイサービスセンター）
　（大崎市／古川・松山・鹿島台・岩出山・鳴子地域）
•訪問介護事業所等
　（大崎市／古川・松山・鹿島台・岩出山・鳴子・田尻地域）
•生活介護事業所（大崎市鹿島台）
•共同生活介護（援助）事業所【ケアホーム】
　（大崎市／古川・鹿島台地域）
※なお、勤務地については相談により決定いたします。
•保 健 師……保健師資格
•看護職員……看護師資格（看護師・准看護師）
•介護職員……特になし（ホームヘルパー2級以上尚可）
•生活支援員……特になし（ホームヘルパー2級以上尚可）
•保 健 師……200,000円～（経験に応じて）
•看護職員……看護師 214,200円～　准看護師 180,600円～
•介護職員……138,600円～　※月額換算、月平均労働日数21日
•生活支援員……149,100円～　※月額換算、月平均労働日数21日
その他 夜勤手当有（※保健師を除く）、交通費支給有り、社会保険等完備
詳細については、当会給与規程に基づき決定いたします。
不　問
電話連絡の上、履歴書・資格証（写し）をご持参ください。

〒989-6154 宮城県大崎市古川三日町二丁目5-1
　　　　　　（大崎市古川保健福祉プラザ 3階）

◆
◆

◆

◆

◆
◆

福祉の職場で働きたい方を募集しています。
お気軽にお問い合わせ下さい。

職員募集

☎ 0229-21-0550

古扇会　様

いわでやま舞踊協会　様

古川中央居宅介護支援事業所 移転のお知らせ古川中央居宅介護支援事業所 移転のお知らせ

業務移転日　　平成24年4月16日㈪より
新住所　　　　〒989－6165 宮城県大崎市古川十日町4番21号
　　　　　　　（白松がモナカ本舗 古川店 様 隣）
ＴＥＬ　　　　０２２９－９１－８１８１※電話番号の変更はありません。
ＦＡＸ　　　　０２２９－８７－３９８１

　この度、業務の拡張及びご利用者様、各関係者様への利便性を考慮して、
下記により事業所を移転いたしました。
　平成24年４月16日㈪より新事務所において営業を開始しておりますので
ご案内いたします。
　今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

●

●

●

●

●

●

●

白松が
モナカ本舗

佐藤医院
耳鼻咽喉科

大崎市古川
保健福祉プラザ
（Fプラザ）

片倉病院

P

七十七銀行
古川十日町支店

セブン-イレブン

古川信用組合本店
大崎市役所
本庁舎

● ●レストラン
スギヤマ

古川中央居宅
介護支援事業所

→

→→

→

介護に関するご相談やケアプラン作成などについて、
お気軽にご相談ください。
介護に関するご相談やケアプラン作成などについて、
お気軽にご相談ください。

　
「
絆
」
と
い
う
言
葉
が
流

行
語
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
「
伴
（
と
も
）
に
」
と

い
う
言
葉
が
大
事
に
な
る
。

　

今
回
の
震
災
で
、
大
崎
市

で
「
互
助
」「
共
助
」
の
精

神
が
生
か
さ
れ
た
か
ど
う
か

を
検
証
し
、
今
後
に
生
か
す

こ
と
が
必
要
。

　

17
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
際
、
気
仙
沼
市
か
ら

水
を
積
ん
だ
タ
ン
カ
ー
が
被

災
地
に
来
た
が
、
そ
れ
は
本

当
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
支
援
だ

っ
た
だ
ろ
う
か
。
今
回
の
震

災
で
も
、
や
み
く
も
な
支
援

は
な
か
っ
た
か
。
お
互
い
の

思
い
や
ペ
ー
ス
を
考
え
な
い

と
い
け
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

民
生
児
童
委
員
の
災
害
時

要
援
護
者
支
援
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
に
よ
る
支
援
で
多

く
の
命
が
救
わ
れ
た
が
、
使

命
感
を
持
ち
行
動
し
た
民
生

委
員
や
消
防
団
員
の
多
く
も

公
務
中
に
亡
く
な
っ
た
。
解

決
策
は
簡
単
に
は
出
な
い
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
の
避

難
場
所
）
を
過
信
し
、
津
波

か
ら
逃
げ
遅
れ
た
人
も
い

る
。
避
難
訓
練
が
犠
牲
を
広

げ
た
面
も
あ
る
。
他
力
本
願

で
は
な
く
、
自
分
で
考
え
る

べ
き
。

　

自
治
体
、
病
院
、
社
協
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
が
一
生
懸
命
だ

っ
た
。
し
か
し
、
横
の
つ
な

が
り
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け

付
け
た
が
、
本
当
に
被
災
者

を
勇
気
づ
け
た
の
は
「（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

の
）
登
録
は
面
倒
だ
」
と
言

っ
て
活
動
し
た
人
た
ち
で
は

な
か
っ
た
か
。
支
援
の
空
白

と
な
っ
た
内
陸
部
を
支
え
た

地
元
住
民
、
特
に
学
生
や
若

者
は
、
も
っ
と
評
価
す
べ
き

だ
。
名
取
市
は
、
中
高
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が

け
る
学
校
、
行
政
、
社
協
等

の
職
員
の
中
に
は
、
精
神
面

に
問
題
を
抱
え
た
り
、
退
職

や
休
職
す
る
人
も
増
え
て
い

る
。
彼
ら
の
〝
は
き
出
し
〞

を
聞
い
て
あ
げ
る
な
ど
、
支

援
者
を
支
援
す
る
こ
と
が
必

要
。

市
は
市
民
に
よ
る
提
言
も
行

わ
れ
始
め
、昨
年
９
月
に「
み

ん
な
の
新
し
い
気
仙
沼
」
と

し
て
目
指
す
町
の
９
イ
メ
ー

ジ
を
打
ち
出
し
た
。
初
期
か

ら
様
々
な
人
を
巻
き
込
む
こ

と
が
必
要
。

　

地
域
福
祉
力
を
ど
う
や
っ

設
置
は
自
治
会
が
し
て
い
る

と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
入
会
者

が
増
え
た
。
福
祉
の
教
育
を

最
重
要
視
し
、
若
者
の
力
を

生
か
す
こ
と
が
重
要
。

　
「
地
域
活
動
が
あ
る
と
言

っ
て
も
若
い
人
は
参
加
し
な

い
」
と
い
う
声
が
あ
る
が
、

な
い
と
い
け
な
い
。

　

縦
割
り
は
弊
害
で
し
か
な

い
。（
各
機
関
が
）
水
平
に

つ
な
が
る
た
め
、殻
を
破
り
、

相
互
支
援
体
制
づ
く
り
を
す

る
こ
と
が
必
要
。

　

見
守
り
や
支
え
合
い
の
中

で
「
被
災
者
に
し
な
い
」「
要

援
護
者
に
し
て
し
ま
わ
な

い
」「
子
ど
も
た
ち
、
若
者

を
住
民
と
捉
え
、
復
興
の
担

い
手
と
す
る
」こ
と
が
重
要
。

「
支
援
者
主
体
の
支
援
」
を

し
て
は
い
け
な
い
。
子
ど
も

た
ち
か
ら
は
「
僕
た
ち
に
も

頼
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

が
聞
か
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

は
、
一
人
一
人
を
大
切
に
す

る
つ
な
が
り
の
あ
る
地
域
づ

く
り
が
大
事
だ
。

基
調
講
演

力
を
発
揮
し
た
。

　

災
害
時
に
こ
そ
福
祉
は
大

切
。
形
だ
け
の
取
り
組
み
で

人
は
救
え
な
い
こ
と
と
、
顔

の
見
え
る
日
ご
ろ
か
ら
の
つ

な
が
り
が
必
要
と
分
か
っ

た
。
専
門
機
関
が
普
段
か
ら

横
に
繋
が
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

休
み
な
く
支
援
活
動
を
続

　

失
業
手
当
が
切
れ
、
求
職

者
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
殺
到

し
て
い
る
。
女
川
町
や
気
仙

沼
市
か
ら
は
若
者
の
姿
が
見

ら
れ
な
く
な
り
、
高
齢
化
と

過
疎
化
を
不
安
視
す
る
声
も

聞
か
れ
る
。

　

各
地
域
で
復
興
計
画
が
策

定
さ
れ
て
い
る
が
、
気
仙
沼

て
高
め
る
か
。
命
と
暮
ら
し

を
守
る
た
め
の
原
点
に
立
ち

返
り
、
個
人
情
報
の
壁
を
誰

か
の
せ
い
に
し
て
は
い
け
な

い
。
核
家
族
化
で
自
治
会
の

必
要
性
を
知
ら
ず
に
育
っ
た

人
も
い
る
が
、
私
が
住
む
大

阪
の
自
治
会
は
加
盟
率
88

％
。
犯
罪
防
止
用
の
蛍
光
灯

会
員
制
に
し
た
り
、「
う
ち

は
歴
史
が
あ
る
の
よ
」
な
ど

と
言
っ
て
敷
居
を
高
く
し
て

は
い
な
い
か
。
相
手
に
合
わ

せ
た
対
応
を
す
れ
ば
、
入
り

や
す
く
な
る
。
困
っ
た
と
き

に
す
ぐ
行
政
や
議
員
を
頼
る

の
で
は
な
く
、
身
近
に
相
談

で
き
る
人
が
い
る
地
域
に
し

東
日
本
大
震
災
か
ら
見
え
た
地
域
の
絆

おおさき災害フォーラム～東日本大震災を忘れない。地域の絆と支え合い～　360名参加
　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
を
目
的
に
、
石
巻
、

大
崎
両
市
社
協
や
民
生
委
員

ら
が
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

宮
城
県
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
の
遠
藤
敏
榮
会
長

（
大
崎
市
民
児
協
会
長
兼
務
）

は
、震
災
で
県
内
の
仲
間（
民

生
委
員
）16
人
が
亡
く
な
り
、

７
人
が
今
も
行
方
不
明
。
弱

い
人
を
助
け
る
使
命
感
の
行

動
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　

多
く
の
民
生
委
員
が
地
震

直
後
か
ら
高
齢
者
な
ど
の
安

否
確
認
に
歩
い
た
。し
か
し
、

震
災
時
に
地
元
に
お
ら
ず
、

安
否
確
認
へ
行
け
な
い
場
合

も
あ
る
。
区
長
や
自
治
会
長

な
ど
と
一
緒
に
行
動
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。

　

民
生
委
員
も
人
間
。
弱
者

を
助
け
る
た
め
頑
張
る
が
、

最
後
は
ど
こ
ま
で
し
な
い
と

い
け
な
い
の
か
。
自
分
の
こ

と
は
、
あ
る
程
度
は
自
分
で

守
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域

を
ど
う
守
る
か
。
高
齢
者
同

士
の
助
け
合
い
、
小
さ
い
単

位
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
よ
り

重
要
に
な
る
。

　

大
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

評
議
員
の
大
山
厚
昭 

氏（
鬼

首
地
域
づ
く
り
委
員
会
）は
、

（
２
０
０
７
年
２
月
に
）
国

道
１
０
８
号
線
が
土
砂
崩
れ

し
た
際
の
支
援
に
感
謝
申
し

が
気
に
掛
け
、
行
動
に
移
す

こ
と
が
大
事
。

　

震
災
を
経
験
し
た
我
々

は
、
今
後
の
備
え
な
ど
を
次

の
世
代
に
伝
え
な
い
と
い
け

な
い
。
社
協
も
そ
の
声
を
全

国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

チ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

市
内
の
仮
設
住
宅
は
約
７
０

０
０
世
帯
あ
り
、
１
世
帯
平

均
２
・
４
人
が
住
ん
で
い
る
。

道
路
が
復
旧
し
、（
仮
設
住

宅
の
人
を
含
め
た
）
車
で
橋

が
も
の
す
ご
く
渋
滞
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

自
分
の
家
を
直
し
な
が
ら

住
む
人
は
、
ど
こ
か
ら
も
支

援
が
な
い
。
み
な
し
仮
設
や

避
難
所
外
避
難
者
に
地
域
格

差
が
あ
る
と
電
話
し
て
く
れ

た
人
も
い
た
。

　

今
回
の
震
災
で
は
、
大
崎

市
社
協
か
ら
職
員
を
何
カ
月

も
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
助

け
て
い
た
だ
い
た
。
今
度
は

我
々
が
助
け
る
番
だ
が
、（
災

害
が
起
き
た
ら
）
ま
ず
自
分

が
助
か
り
、
生
き
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

　

大
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

本
所
地
域
事
業
課
の
鹿
野
渉

主
事
（
当
時
）
は
、
本
会
本

部
が
あ
る
大
崎
市
古
川
保
健

福
祉
プ
ラ
ザ
・
ｆ
プ
ラ
ザ
も

避
難
所
に
な
っ
た
。
大
崎
市

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
は
、
家
屋
内
の
片
付
け

や
瓦
礫
の
撤
去
作
業
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
延
べ
２
５
６
８
人
受
け

付
け
た
。
春
休
み
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
高
校
生
や
大

学
生
、
親
子
一
緒
の
活
動
も

あ
っ
た
。
今
後
、
若
い
世
代

に
地
域
で
ど
の
よ
う
に
活
動

し
て
も
ら
う
か
、
地
域
の
担

い
手
と
し
て
育
成
し
て
い
く

役
割
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

昔
は
、
隣
近
所
で
ご
は
ん

（
米
飯
）
や
醤
油
の
貸
し
借

り
が
自
然
な
形
で
行
わ
れ
、

地
域
の
見
守
り
に
も
な
っ
て

い
た
。
そ
の
こ
ろ
の
形
を
再

現
し
よ
う
と
、
地
域
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
「
い
の

ち
の
バ
ト
ン
」
と
し
て
、
あ

ん
し
ん
カ
ー
ド
入
り
の
バ
ト

ン
を
配
布
し
な
が
ら
安
否
確

認
、
見
守
り
活
動
を
推
進
し

て
い
る
。
地
域
の
中
で
見
守

り
を
す
る
こ
と
を
一
人
一
人

〜
５
年
は
我
々
が
応
援
し
相

互
交
流
し
て
い
き
た
い
。

　

石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会

災
害
復
興
支
援
対
策
課
の
阿

部
由
紀
課
長
補
佐
は
、
県
、

石
巻
市
、
本
会
の
３
者
が
石

巻
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
設
置
の
覚
書
を
締
結

し
た
の
は
２
０
０
５
年
度
。

社
協
は
津
波
が
来
る
可
能
性

が
高
い
地
域
に
あ
っ
た
の

で
、
石
巻
専
修
大
学
を
借
り

る
こ
と
で
調
整
し
た
。「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
毎
年
開
き
、
日
ご
ろ

の
備
え
を
伝
え
る
こ
と
を
最

大
の
課
題
に
し
て
い
た
。

　

区
長
や
自
主
防
災
組
織
役

員
の
家
へ
行
く
と
「
お
お
、

来
た
か
」
と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
顔
つ
な
ぎ
が
大

事
。
全
国
か
ら
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
入
っ
て
い
た
だ

い
た
が
、
標
準
語
や
関
西
弁

の
人
だ
け
な
の
と
、
地
元
な

ま
り
の
人
が
い
る
の
と
で
は

安
心
感
が
全
然
違
う
。
社
協

職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

う
家
ま
で
同
行
し
、
市
民
に

安
心
感
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
。
態
度
の
悪

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
部
を

本
気
で
怒
り
、「
帰
れ
」
と

言
っ
た
こ
と
も
あ
る
。（
週

刊
誌
の
）
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
記
事

で
も
紹
介
さ
れ
た
が
、
夜
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
団
体
で

会
議
を
し
た
の
で
、
ど
こ
で

何
が
不
足
し
て
い
る
か
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

被
災
者
個
人
を
支
え
る
た

め
、
一
人
一
人
に
ア
プ
ロ
ー

上
げ
た
い
。

　

今
回
の
震
災
で
、
鬼
首
出

張
所
に
い
た
職
員
で
地
区
内

を
回
っ
た
。
今
回
は
ほ
と
ん

ど
被
害
は
な
か
っ
た
。

　

翌
３
月
12
日
午
後
、
石
巻

市
牡
鹿
へ
木
の
伐
採
に
行
っ

た
住
民
が
「
帰
る
」
と
メ
ー

ル
し
た
き
り
帰
っ
て
来
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。
電
話
も

通
じ
ず
、
何
も
で
き
な
か
っ

た
。
13
日
朝
に
出
発
し
よ
う

と
し
た
ら
無
事
帰
っ
て
き

た
。
地
震
時
は
（
伐
採
に
行

っ
た
山
か
ら
）
下
山
途
中
だ

っ
た
と
い
う
話
で
、
そ
の
間

牡
鹿
の
方
に
食
事
な
ど
の
お

世
話
に
な
っ
た
と
い
う
。
恩

返
し
し
た
い
と
考
え
て
い
た

の
で
、
物
資
を
集
め
た
が
、

連
絡
が
取
れ
た
牡
鹿
の
方
か

ら
「
炊
き
出
し
は
大
丈
夫
。

そ
れ
よ
り
お
風
呂
に
入
り
た

い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
片

道
３
時
間
半
か
け
温
泉
の
お

湯
を
避
難
所
に
届
け
続
け

た
。
牡
鹿
に
届
け
よ
う
と
集

め
て
い
た
物
資
は
、
大
崎
市

社
協
が
運
営
す
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
敬
風
園
に
届

け
た
。

　

結
い
の
心
で
地
域
づ
く
り

を
す
る
こ
と
が
鬼
首
の
目

標
。
今
後
、
我
々
が
災
害
に

遭
う
こ
と
も
必
ず
あ
り
、
支

援
す
る
こ
と
を
考
え
、
若
者

が
地
区
外
へ
働
き
に
出
る
た

め
、
昼
は
若
者
が
ほ
と
ん
ど

い
な
く
な
る
こ
と
も
考
え
な

い
と
い
け
な
い
。

　

牡
鹿
と
の
つ
な
が
り
を
一

過
性
に
せ
ず
、
海
の
子
と
山

の
子
の
一
泊
相
互
交
流
を
始

め
た
。
子
ど
も
た
ち
が
つ
な

が
り
、
親
と
も
つ
な
が
り
、

末
永
く
交
流
し
た
い
。
津
波

で
被
災
し
た
沿
岸
部
は
大
変

な
の
で
、（
経
費
面
は
）
４

災害ボランティア活動支援
プロジェクト会議  幹事

　   桑原 英文 氏

3
・
11
東
日
本
大
震
災
。

そ
の
時
地
域
は
…

小
さ
い
単
位
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
よ
り
重
要

遠藤　敏榮 氏

大山　厚昭 氏

結
の
心
で
地
域
づ
く
り

阿部　由紀 氏

一
人
一
人
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
大
事

鹿野　　渉

地
域
の
担
い
手
を
育
成

お
お
さ
き
希
望
の
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

来
場
者
に
リ
ン
ゴ
型

ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
（
付
せ

ん
）
を
数
枚
配
布
。
震

災
経
験
を
踏
ま
え
た

「
備
え
」
と
「
次
の
世

代
へ
伝
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
」
の
２
つ

の
テ
ー
マ
で
意
見
を
書

い
て
も
ら
い
、
巨
大
な

木
の
絵
に
張
り
付
け
て

も
ら
っ
た
。

〈
次
号
掲
載
〉
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